












Outcome of severe anorexia nervosa patients receiving inpatient 






























Russell Outcome Assessment、:¥1organ-RussdlGeneral Outcome Categoryを使倒した。精神障害、
人格障害の評価には、半構造化而接の StructuredClinical lnterview for DSM-illR CSCID-1 )とStru-
ctured Clínic~量1 IntervIew for DS:VI-illR-Personality Disorders (SCID・1I)を使用した。
【結果】 31名(51%)はgoodoutcome、8名(J3%)はinterrncdiateouLcome、]5名(25%)はpooroutcorne 
-14-
に分穎され、 7名(11%)は調合時死亡していたの intermediatcoutcomeおよびpooroutcomeグループに
うつ病性障害と不安性障害の合併が高率で、あった。人格障害に関しては、クラスターCの合併がintermediate
outcomeおよび‘pooroutcomeグループで高率であった。
【結論】 U本における神経性食忠不振症患者の予後は、欧米の患者と比較して社会文化的背景、治療構造
などが異なるにも関わらず、ほとんど変わらないことが示唆された。
よって、本研究者は博上(医学)を授与されるに値するものと判定された。
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